
【自然災害及びそれにより引き起こされる災害への対応】
東日本大震災に関連して、自然災害及びそれにより引き起こされる災害に対して環境の面から取り組むべき事項

持続可能な社会の実現のため、環境政策の展開に当たり、環境保全上の効果を最大化することを前提として、
諸課題の関連性を踏まえて、経済・社会的課題の解決に資する効果をもたらせるよう政策を発想・構築すること
が重要。
これにより、経済社会システム・ライフスタイル・技術の３つのイノベーションを創出。
そこで、以下のような分野横断的な重点戦略及びそれを支える基盤となる取組を設定し、そこに具体的な事業
を位置付けることで、環境・経済・社会の統合的向上の具体化を図る。

第五次環境基本計画における重点戦略等の基本的考え方（案）

【重点戦略の設定】

【パートナーシップの充実・強化】

【重点戦略を支える環境政策】
※環境保健対策、環境影響評価、環境情報整備等

【経済社会】
持続可能な経
済社会の構築

【地域】
多種多様な
地域循環共
生圏形成に
よる地域づくり

【暮らし】
健康で心豊か
な暮らしの実

現

【国際】
国際貢献によ
る我が国の
リーダーシップ
の発揮と相互
互恵関係の構

築

【国土】
国土のストック
としての価値の

向上

【技術】
将来を支える
技術の
開発・普及
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